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連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年２月４日の第３四半期決算発表時に公表しました
平成 21 年３月期（平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年３月 31 日）の連結業績予想及び配当予
想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
Ⅰ 連結業績予想の修正 
 
1． 連結業績予想修正の内容 
 

 単位 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想（A） 億円 29,700 220 60 △580

今 回 修 正 予 想（B） 億円 29,090 80 △20 △680

増 減 額（B－A） 億円 △610 △140 △80 △100

増 減 率 ％ △2.1 △63.6 － －

前 期 実 績 億円 29,298 1,250 1,289 1,641

 

2．連結業績予想修正の理由 
 

＜主要前提の変更＞ 

 

 

  前回 今回 

ナフサ価格（円／KL） 第 4四半期 25,000 26,600 

 通期 58,500 58,800 

 営業利益につきましては、経営環境の更なる悪化による大幅な販売数量の減少及び棚卸資産の
低価法による評価損の拡大等による業績悪化を織り込み、前回予想から 140 億円減益の 80 億円に
修正いたしました。 
 当期純利益につきましては、減損損失の計上（約 70 億円）及び投資有価証券評価損の悪化（約
50 億円）、田辺三菱製薬㈱における HCV 引当金の繰入額計上（88 億円）、といった特別損失の拡大
を織り込んだこと等により、前回予想から、100 億円減益の△680 億円（当期純損失）に修正いた
しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
Ⅱ 期末配当予想の修正 
 
1．配当予想（1株当り配当金）の修正内容 
 

 

 

基準日 第 2四半期末（実績） 期末 年間 

前 回 発 表 予 想 8 円 未定 未定 

今 回 修 正 予 想 8 円 4円 12 円 

（前 期 実 績） (8 円) (8 円) (16 円) 

2．配当予想（1株当り配当金）の修正理由 
 
 当社は、配当につきましては、連結業績に応じて配当を行うことを基本としつつ、中長期的な
安定配当及び、事業展開の原資である内部留保の充実等を総合的に勘案して実施することとして
います。 
 
当社グループを取り巻く事業環境は、広範囲な分野に亘ってかつて無い程の厳しさに直面して
おり、しかもこの厳しさは来期も続くと覚悟せざるを得ません。かかる環境下ではありますが、
今期の期末配当金につきましては、上記の基本的な考えを踏まえ、１株につき４円にさせて頂き
ます。 
 
 
 ＜ご参考：セグメント別営業利益（単位：億円）＞ 

 前回 今回 差異 

エレクトロニクス・アプリケーションズ 80 50 △30

デザインド・マテリアルズ 10 △20 △30

ヘルスケア 790 790 0

ケミカルズ △470 △560 △90

ポリマーズ △120 △130 △10

その他 80 90 10

コーポレート △150 △140 10

計 220 80 △140

 
 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって

大きく異なる結果となる可能性があります。 

 
 

以上 


